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Erratum (Addendum) 訂正(追加)

The following note has been erroneously missed from 

page 235 of this volume. Please insert the following 
below theJapanese abstract on page 235 in No. 30fthis 
volume. 

第37巻第3号の 235頁で下記の noteが誤って欠落

してしまいました。お詫びして訂正いたします。同頁

の和文要旨の下に挿入してくださL、。

Note added in proof: 

CORMACJ and FURNARJ (Jpn. J. Phycol. 37: 27， 1989) 
recently transferred Antithamnion simulans to Scagelia. 
Above， we synonymize it with S. pylaisaei. 

日本藻類学会事務局住所変更のお知らせ

1990年 1月 1日から学会事務局の住所は下記に変わります。編集関係以外の連絡はすべて下記宛にお願いしま
す。

干602京都市上京区下立売小川東入

中西印制株式会社内 (TEL.075-441-3155) 

日本藻類学会

Change of Address of the 0血ce

From January 1， 1990， all correspondence to the Society excepting the editorial business should be addressed to: 

The japanese Society of Phycology 

c/o Nakanishi Printing Co.， 

Shimotachiuri-Ogawahigashi， 

Kamikyo・ku，Kyoto， 602 ]apan 
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B本学術会議だより No.15 

「ヒト・ゲノム・プロジェクトの
推進について(勧告)Jを採択

平成元年11月 日本学術会議広報委員会

日本学術会議は，去る10月18日から20日まで第 108回総会(第14期4回自の総会)を開催しました。今回の日本学術会

議だよりでは，その総会で採択された勧告を中心に，同総会の議事内容等について.お知らせいたします。

日本学術会議第108回総会報告

第 108回総会の主な議事概要は次のとおりであった。

第 1日 (10月18日)の午前。まず，会長から，前回総会

以後の経過報告が行われ.続いて，各部・委員会の報告が

行われた。さらに，今回総会に提案されている 3案件につ

いてそれぞれ提案説明がなされた後，質疑応答が行われた。

第 1自の午後。各部会が開催され，午前中に提案説明さ

れた総会提案案件等の審議が行われた。

第2日(10月19日)の午前。前日提案された案件の審議

.採決が順次行われた。

まず.第 7部の専門別の会員定数の変更並ぴに阿部世話

担当の研究連絡委員会の再編成(統合3件，分割 2件，新

設1件.名称変更6件)を内容とする.会則の一部改正が

採択された。

続いて，第4部及び第 7部の「会員の推薦に係る研究連

絡委員会」の指定の変更を内容とする，関係規則の一部改

正が採択された。

これらの改正は，具体的には第15期からの組織・活動に

係るものである。

さらに.生命科学と生命工学特別委員会の提案による「ヒ

ト・ゲノム・プロジェクトの推進について(勧告)Jが採択

された。なお，この件の審議の際には，研究成果公開の原

則とプライパシ一保護等の問題プロジェクト・チェック

機構(仮称)Jの果たす具体的役割等について，討議が行わ

れた。この勧告は.同日午後直ちに内閣総理大臣に提出さ

れ，関係省庁に送付された(この勧告の詳細は.別掲参照)。

また，本総会においては，会長から，日本学術会議の移

転問題に関し，前回総会以降の主な動きとして，①去る 8

月「国の行政機関等移転推進連絡会議」において，本会議

の移転先が横浜市「みなとみらい21地区」となったこと.

②これに対し三役及び運営審議会のとった対応，などにつ

いて報告があった。種々質疑応答が行われた後，これまで

の三役及ぴ運営審議会の対応については.基本的な了ゑが

なきれた。また，今後の移転に関する諸問題については，

当面，三役及ぴ運営審議会にその処理を一任することで了

承された。

第2日の午後。「地球環境問題」について.活発な自由討

議が行われた(この自由討議の詳細は、別掲参照)。

第s日 (10月20日}午前には各常置委員会が.午後には

各特別委員会が，それぞれ開催されき。

ヒト・ゲノム・プロジェクト
の推進について(勧告)

(勧告本文)

ヒト・ゲノムの全DNA塩基配列決定を主たる目標とする

ヒト・ゲノム・プロジェクトは.関連諸分野の学術研究に

極めて大きなインパクトを与えると期待され.我が固とし

て早急かつ重点的に推進すべきである。

そのためには，ヒト・ゲノム・プロジェクト推進組織(仮

称)を設け，基本計画の立案，実地計画の策定，省庁聞な

どの協議，国際協力，データ・ベースとレポジトリーの整

備などを総合的に行うべきである。

また，この推進組織との緊密な連携のもとに，研究計画

の実施に伴う社会的.法律的及ぴ倫理的諸問題を客観的か

っ公正に判断するとともに.これらの諸問題に適正に対処

することを目的とするプロジェクト・チェック機構(仮称)

を設立し全体として調和のとれた施策を進める必要がある。

よって，日本学術会議は我が国における本プロジェクト

の推進を図りそのために必要な措置を講ずるよう勧告する。

(蹴明)[要旨]
l ヒト・ゲノム・プロジェクトは，人類の遺伝情報の解

説と遺伝子機能の解明を目指した研究計画であり，早急

かつ重点的に推進すべきである。このプロジェクトによ

って生命科学等の領域の技術開発が進めば，人類福祉に

貢献することは疑いない。

2 ヒト・ゲノム・プロジェクトを推進するために.ヒト

・ゲノム・プロジェクト推進組織(仮称)を設置する。

その主たる目的は勧告本文のとおりである。

この組織は，研究の進展に弾力的に対処できるものと

し.具体的問題の処理のため委員会等を設ける。運営に

当たっては個々の研究者とその集団の自主性を最大限に

尊重すべきである。

3 このプロジェクトの実施に伴って生じる社会的，法律

的及ぴ倫理的諸問題に適切に対処するために，プロジェ

クト・チェック機構(仮称)を設立する。その主たる目

的は，検体提供者の保護のための基準を作成すること.

情報の管理.研究計画と成果の一般への公開の基準を作

成すること，知的所有権問題についての方針を作成する

こと.研究成果の応用段階における倫理的問題について

の指針を作成することであり，目的達成のための必要な

権限が与えられるべきである。
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総会中の自由討議一地球環境問題ー

本会議総会中の重要な行事である.自由討議が，総会 2

日目の10月19日の午後 l時から 3時間にわたって開催され

た。この総会中の自由討議は，会員のための一種の勉強会

て二その時々の学術上の重要課題を取り上げて行われてい

る。今回は「地球環境問題」という課題のもとに行われた。

自由討議は，渡辺格副会長の司会のもとに， 5人の会員

による意見発表があり，さらにこれらの意見発表をもとに

会員間て'活発な討議が行われた。

今回の自由討議の概要は次のとおりである。

[ 5人の会員による意見発表]

まず，近藤次郎第 5部会員から 9月の「地球碍境保全

に関する東京会議」の出席報告として，①環境保全と発展

途上国の資源開発，産業振興等との関わりについての討議

状況，②ソ速における環境問題，③大気中の炭固まガスの増

加にi半う温暖化による地球環境への影響に関する注目すべ

き研究結果の発表等について紹介があった。

次に，吉野正敏第 4部会員から環境」というもののと

らえ方，考え方について，人文・社会科学的な立場からの

例をもヲI~、て意見が述べられ.また， IGBPについて，問計

画は.様々な環境問題を基礎科学分野としてとらえるもの

であり，その実施の結果，直ちに，環境問題が全て明らか

になるものではない等の発言があった。

次いで，大谷茂盛第 5部会員から，同会員が委員長を務

めている化学工学研究連絡委員会が新たに提唱した「地球

生態工学」に関し，提唱に至った経緯及びその学問内容等

について説明がなされるとともに，この{牛に関連する，関

係学会及び関係省庁における動きについて説明が行われた。

続いて.大島康行第 4部会員から，生物界と地球環境と

の関わリについて，①生物を媒介にした人間への影響の問

題をどう捉えるかが，地球環境問題を考えていく上で非常

に重要な観点である。②環境汚染が生物資源に与える影響

は非常に大きし様々な問題を生じ，結局，これが人聞に

はねかえってくる等の発言があった。

最後に稲田献ー第 3部会員から，経済活動特に生産活動

あるいは技術革新と環境問題との関わりについて意見が述

べられ，環境問題を考える際には，人聞社会が様々な技術

をどのように使用するかという，人聞社会の仕組みの問題

が最も重要な問題である等の発言があった。

[討醜]
5人の会員による意見発表の後行われた討議て'1;1:，第 l

部から第 7部まですべての部にわたる20人を超える会員よ

り，それぞれ専門の立場から活発な発言がなされた。

この討議の中で述べられた意見は多岐多様にわたったが.

その主なものを項目にして列挙すると rコジェネレーショ

ンによるエネルギーの有効利用J. rIGBPへの人文・社会科

学の関わり方J，r海洋と環境問題J，r畜産廃棄物の処理問

題J，r微生物利用による都市河111，下水の浄化システムJ.

「環境問題と人間性との関わり J. r環境問題に対する学術

会議の体制及び取り組み方J，r地球環境に関する国際協力

事業についての学術会識が果たすべき役割」等であった。

なお，この総会の自由討議の内容については，後日，日

学双書として出版される予定である。

「委員会報告J3件を発表

本会議では，その意思の表出の形態のーっとして，各部

・各委員会がその審議結果をとりまとめたものを，総会又

は運営審議会の承認を得て，外部に発表する「報告J (通称

「対外報告」と言っている。)というものがある。 I

この日本学術会議だよりでも.今までに，この対外報告

を紹介してきたが，今回，最近発表されたもののうち，ま

だ紹介していない 3件を，次に紹介する。

電子工学の体系化に向けてー電子・通信工
学研究連絡委員会報告(要旨)

電子工学はそれを基礎に Lた通信工学や情報工学.制御

工学などの急激な進展に伴って，これらの技術分野・工学

分野の相互関係が極めて複雑になって来ているので¥電子

工学の学問・技術体系の似幹，電子工学の基盤となってい

る方法論，通信工学，情報工学等の応用工学とのかかわり

を明らかにするために方法論的体系化を試みた。

即ち電子工学を共通基礎理論，基礎電子工学.電子デバ

イス・回路工学，電子装置・システム工学，応用分野と階

層化し.さらに「集積回路」と「光エレクトロニクス」が

電子工学の中心分野を形成しつつある重要な技術領域であ

るとの認識に立ち電子工学の技術要素と通信工学，情報工

学との相互関連を検討した。

また電子工学体系の範囲を大学学部での教育対象分野お

よび大学院での教育を含む研究対象分野に分類した。

「国際防災の十年」一災害科学研究者からの
提言一災害工学研究連絡委員会報告(要旨)

1987年，第42回国連総会で決議された「国際防災の十年」

(IDNDR)のスタートがいよいよ迫ってきた。行政レベル

では，内閣総理大臣を本部長とする推進本部が設けられて

いるが，この実施には科学者，研究者の各専門領域からの

積極的な関与が不可欠である。国連決議に先立ち，災害工

学研究連絡委員会ではこの活動の支持を表明し，またその

後も米国アカデミーや国連諸機関の活動に協力してきたが，

スタートに当たり，わが国の関係科学者.研究者のなすべ

き.あるいは行う得る事柄を提言という形で表明したもの

である。その内容は，①「国際防ー災の十年」で何をするのか.

②国際共同研究の展開，③基礎研究の推進，④「国際防災の

十年」の実現に向けて，より成っている。今後はその実現

に向けて積極的な運動を進めていきたい。

電圧，抵抗および温度の維持方式の
1990年1月1日からの変更についてー
標準研究連絡委員会報告(要旨)

第77回国際度量衡委員会(1988年10月開催)は，電圧，

抵抗の各標準の維持方式の変更と，温度目盛の変更の 3つ

の勧告を係択し. 1990年初頭からの実施を求めた。この変

更を囲内に事前に周知するため.関心の高い 9学会に，勧

告の要旨を掲載した。以下に勧告の骨子を記す。

電圧標準はジョセフソン効果で実現し，電圧周波数係数

をKJと記号し，その値を483597.9 GHzノVと定義した。抵抗

標準は量子ホール効果で実現し.量子化ホール抵抗をRKと

記号し，その値を25812.807Qと定義した。温度スケール

は.IPTS-68に変わり， ITS-90(1990年国際温度目盛)を定

義した。変更は多岐に亘るので，詳細は関連学会誌を参照

されたい

以上の変更により，電磁気計測の精度と国際的盤合性が

著しく改善され，温度計測の熱力学温度との一致と低温城

への拡張が達成される。

御意見・お問い合わせ等がありましたら，下記ま

でお寄せください。

干106東京都港区六本木7-22-34 
日本学術会議広報委員会電話回(403)6291
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海藻を総括的に論じた待望の書グ

海藻資源養殖学
徳田 庫 大野正夫 小河 久朗 著
(東京大学山学/iI;) 高知人;学民学部東北大学tt学;';1;)

海棋の資源や養舶について初めて総抗的

に取揚げた待望の書。 ノ リ 1r. ~fì めとする例

々の海部養舶の現状と将米展望から、 i単場

造成、 利用法、海外での養舶、新 しい海部

の養舶法、新品柿形成のf足状まで、実に幅

広い観点から論じ尽 した海泌人I.IIJの決定版。

研究者・学生 ・ 長州i業者の~~~t、要望に応え

て遂にflJ行グ

B 5 '11) 1製 口 絵4頁
本文:354Il f・1・JI)話集
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の海議接舶の引状 Vsl.i毎謀養殖の
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下記の出版物をご希望の方に頒布致しますので，学会事務局までお申し込み下さい。(価格は送料を含む)

1. r藻類」パヴクナンバー 価格.会員各号 1，750円，非会員各号 3，000円， 30巻 4号(創立30周年記念

増大号， 1-30巻索引付)のみ会員 5，000円，非会員 7，000円，欠号:1-2号 4巻 1，3号， 5巻 1-2号， 6-9

巻全号。

2. r藻類」索引 lー 10巻，価格，会員 1，500門，非会員 2，000円， 11-20巻，会員 2，000円，非会員 3，000
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3. 山田幸男先生追悼号 藻類25巻増補. 1977. A5版， xxviii + 418頁.山田先生の遺影・経歴・業績一覧・

追悼文及び内外の藻類学者より寄稿された論文50編(英文26，和文24)を掲載，価格 7，000円。

4. 日米科学セミナー記録 Contributions to the systematics of the benthic marine algae of the North Pacific. 

1. A. Abbott・黒木宗尚共編. 1972. B 5版， xiv + 280頁 6図版.昭和46年 8月に札幌で開催された北太平洋産

海藻に関する日米科学セミナーの記録で， 20編の研究報告(英文)を掲載。価格 4，000円。

5. 北海道周辺のコンブ類と最近の繕養殖学的研究.1977.B5版， 65頁。昭和49年 9月に札幌で行なわれ

た円本藻類学会主催「コンプに関する講演会」の記録。 4論文と討論の要旨。価絡 1，000円。
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Inquiries concerning copies 01' the following publications should be sent to the japanese Society of Phycology， c/。
Department of Biology， Tokyo Gakugei University， Nukuikitamachi， Koganei-shi， Tokyo， 184 japan. 

1. Back numbers of the japanese journal of Phycology (Vols. 1-28， Bulletin of japanese Society of 
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(incl. postage， surface mail). Lack: Vol. 1， Nos. 1-2; Vol. 4， Nos. 1， 3; Vol. 5， Nos. 1-2; Vol. 6-Vol. 9， Nos. 1-3. 

2. Index ofthe BuIIetin ofjapanese Society ofPhycology. Vol. 1 (1953)-Vol. 10 (1962)， Price 2，000 Yen for 
member， or 2，500 Yen for nonmember; Vol. 11 (1963)-Vol. 20 (1972)， Price 3，000 Yen for member， or 4，000 Yen for 

nonmember. Vol. 1 (1953)-Vol. 30 (1982)， Price 4，000 Yen for member， or 5，000 Yen for nonmember (incl. postage， 

surface mail). 
3. A Memorial Issue Honouring the late Professor Yukio Yamada (Supplement to Volume 25， the Bulletin of 

japanese Society of Phycology). 1977. xxviii + 418 pages. This issue includes 50 articles (26 in English， 24 in 
japanese with English summary) on phycology， with photographs and list of publications of the late Professor Yukio 

YAMADA. 8，500 Yen (incl. postage， surface mail) 
4. Contribution to th!." Systematics of the Benthic Marine Algae of the North Pacific. Edited by 1. A. ABBO'π 

and M. KUROGt， 1972. xiv + 280 pages， 6 plates. Twenty papers followed by discussions are included， which were 
presented in the U.S.-japan Seminar on the North Pacific Benthic Marine Algae， held in Sapporo， japan， August 

13-16， 1971. 5，000 Yen (incl. postage， surface mail). 
5. Recent Studies on the Cultivation of Laminana in Hokkaido (injapanese). 1977. 65 pages. Four papers 

followed by discussion are included， which were presented in a symposium on LamInarIa， sponsored by the Society， held 
in Sapporo， September 1977. 1，200 Yen (incl. postage， surface mail). 
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